
ス

パ
ル
タ
の
二
王
制
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
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新
　
村
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’

　
【
要
約
】
　
筆
者
は
、
さ
き
に
、
「
ス
パ
ル
タ
の
エ
ポ
ロ
イ
」
（
『
西
洋
史
学
』
い
く
目
号
）
、
「
ス
パ
ル
タ
の
○
器
舞
密
お
守
轡
に
関
す
る
二
、
竺
の
問
題
」

（『

ｼ
洋
古
典
学
研
究
』
×
H
願
立
）
に
お
い
て
、
　
ポ
リ
ス
・
ス
パ
ル
タ
の
成
立
期
に
関
す
る
研
究
成
果
を
報
告
し
た
が
、
本
稿
も
そ
の
続
編
と
し
て
、
ス

パ
ル
タ
の
王
制
に
つ
い
て
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
二
王
制
の
成
立
を
考
察
し
、
さ
ら
に
、
キ
ン
グ
・
リ
ス
ト
の
再
検
討
を
行
な
っ
た
。

　
二
王
家
は
、
共
に
、
ド
リ
ス
人
の
部
族
長
に
発
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
長
い
覇
権
争
い
の
結
果
に
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
王

家
と
な
っ
た
の
が
、
本
来
の
三
部
族
（
麟
盛
駐
曽
℃
ρ
B
9
覧
◎
汁
】
）
団
き
窪
＄
）
の
う
ち
の
い
ず
れ
の
二
部
族
よ
り
出
た
も
の
か
を
推
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
、
テ
レ
ク
ロ
ス
の
覇
権
確
立
に
よ
っ
て
、
王
制
の
第
一
歩
が
ふ
み
出
さ
れ
た
こ
と
、
を
論
じ
、
ま
た
、
二
王
家
の
系
麟
が
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ダ

イ
の
系
譜
と
結
合
さ
れ
る
経
緯
を
考
察
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
林
㎎
八
巻
二
号
　
【
九
穴
五
年
号
月

ギ
リ
シ
ア
の
ポ
リ
ス
の
本
質
を
き
わ
め
る
に
は
、
古
典
期
の
ポ
リ
ス
、
す

な
わ
ち
、
ポ
リ
ス
の
、
い
わ
ば
、
完
成
期
の
み
を
考
察
す
る
だ
け
で
は
、
不

十
分
で
あ
る
。
当
然
、
そ
の
成
立
お
よ
び
衰
退
の
錯
聴
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
、
ス
パ
ル
タ
を
考
察
の
対
象
に
え
ら
び
、
主

と
し
て
、
そ
の
成
立
期
を
と
り
あ
げ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
こ
の
ポ

リ
ス
の
成
立
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
大
レ
ト
ラ
」
の

考
察
を
行
な
い
、
そ
の
制
定
時
期
を
紀
元
前
七
六
〇
年
代
、

　
　
　
①

と
推
定
し
、

た
、
エ
ポ
ロ
イ
制
の
成
立
お
よ
び
そ
の
発
展
の
考
察
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

掌
握
の
過
程
を
王
権
と
の
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
た
。
し
か
し
、

亡
ム

そ
の
権
力

そ
の
根
本

で
あ
る
ポ
リ
ス
の
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
、
結
論
を
繊
し
て

い
な
か
っ
た
。
　
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
場
合
に
は
、
当
然
、
　
ス
パ
ル
タ

の
二
王
制
の
成
立
の
翼
翼
が
か
か
わ
っ
て
く
る
。
本
稿
で
は
、
二
王
制
の
成

立
事
階
お
よ
び
二
王
家
の
｝
（
ぎ
α
q
象
。
。
訂
の
再
検
討
を
通
じ
て
、
　
ポ
リ
ス
の

成
立
期
を
探
り
た
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
　
「
大
レ
ト
ラ
」
の
考
察
を
行
な
つ
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た
際
に
、
保
留
し
て
お
い
た
霞
。
冨
σ
Q
簿
鉱
の
実
体
に
も
言
及
す
る
で
あ
ろ

・
つ
。　

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
ス
パ
ル
タ
の
二
王
制
は
、
特
異
な
存
在
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
単
に
二
王
家
出
身
の
二
人
の
王
が
同
権
を
も

っ
て
、
共
同
支
配
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
縛
異
で
あ
っ
た
の
み
で
な
く
、

古
典
期
、
さ
ら
に
、
ヘ
レ
ユ
ズ
ム
時
代
に
至
る
ま
で
、
そ
の
王
制
を
維
持
し

て
い
た
と
い
う
点
で
も
、
特
異
な
存
在
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
王
制
が
、

後
代
ま
で
、
維
持
さ
れ
た
の
は
、
王
権
が
エ
ポ
ロ
イ
に
よ
っ
て
縮
毒
せ
し
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
と
も
関
連
が
あ
ろ
う
が
、
こ
の
問
題
は
他
の
機
会
に
譲
る

こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
、
二
王
制
の
成
立
事
情
を
、
ま
ず
、
考
察
す
る
。

　
①
　
拙
稿
「
ス
パ
ル
タ
の
O
器
簿
ロ
プ
。
窪
ρ
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
」
　
（
『
西
洋

　
士
回
血
ハ
愚
†
研
惚
兀
』
擁
囲
同
、
　
｝
九
六
四
一
年
、
　
二
七
i
＝
一
九
頁
）
。

　
②
拙
稿
「
ス
パ
ル
タ
の
エ
ポ
ロ
イ
」
（
『
西
洋
史
学
』
い
く
目
、
一
九
六
三
年
、
一

　
一
一
八
頁
）
。

二

　
二
王
家
の
系
譜
を
伝
え
る
も
の
に
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
＜
H
H
』
O
舟
く
瓢
H
」
。
。
日
）

が
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
（
H
同
H
．
“
⊃
μ
占
O
．
。
。
）
に
も
、
ヘ
ロ
ド

ト
ス
と
は
、
部
分
的
に
、
異
な
る
系
譜
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
共
に
、
二

王
鰯
が
国
β
蔓
ω
夢
鶏
Φ
ω
と
㌘
◎
置
①
ω
と
い
う
兄
弟
が
、
長
時
に
、
王
位
に

つ
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
二
王
家
共
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス

の
子
孫
（
国
①
養
臨
。
置
縁
）
と
称
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
一
致
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
二
王
制
起
源
説
は
、
に
わ
か
に
、
儒
じ
が
た
く
、
多
く

の
研
究
着
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
王
制
の
趨
源
に
つ
い
て
、
独
自
の
見
解
を
示

　
　
　
①

し
て
い
る
。

　
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
二
王
制
1
と
い
う
よ
り
も
複
数
王
制
一
が
、

ド
リ
ス
人
に
本
来
的
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
本
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
③

的
な
も
の
と
認
め
て
い
る
の
は
じ
ご
費
く
ρ
混
一
〇
プ
。
＝
な
ど
で
、
否
定
的
な
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
⑥
　
　
　
⑦

場
を
と
る
の
は
蒙
。
匹
霧
層
O
げ
ほ
ヨ
。
ρ
毛
鵠
。
ぎ
P
O
臨
く
霞
な
ど
で
あ
る
。

後
者
は
、
轟
然
、
ド
リ
ス
人
の
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
侵
入
後
に
、
複
数
王
制
の
起

源
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
ド
リ
ス
人
に
本
来
的
で
あ
る
か
否
か
を
、
直
接
、

論
じ
て
は
い
な
い
が
、
二
王
制
の
起
源
論
を
通
じ
て
、
言
外
に
、
本
来
性
を

否
定
す
る
も
の
は
、
き
わ
め
て
、
多
い
。

　
以
下
、
二
王
制
の
起
源
に
関
す
る
諸
説
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
；
プ
に
分
け

て
紹
介
し
よ
う
。

　
㈱
第
一
に
あ
げ
る
べ
き
も
の
は
、
集
住
乃
至
合
同
説
と
も
称
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
説
は
、
二
個
の
異
な
っ
た
共
同
体
の
合
体
に
よ

っ
て
、
一
個
の
よ
り
大
き
な
共
同
体
（
ポ
リ
ス
）
を
形
成
し
た
時
に
、
そ
の
各

々
の
共
圃
体
の
首
長
が
共
同
統
治
者
と
な
っ
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
⑨
　
　
　
⑩
　
　
　
　
⑪

の
説
を
と
る
も
の
は
、
芝
9
0
げ
ω
露
暮
雨
O
餌
謬
。
犀
⑦
び
O
一
ぎ
賃
戸
0
8
録
p
。
。
”

　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
⑬

ピ
の
霧
9
㊤
～
b
d
霞
膝
寓
蝕
σ
q
α
q
ω
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
各
々
の
間
に
は
、
若103 （261）



干
、
二
軸
ア
ン
ス
の
三
新
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
．
る
。
す
な
わ
ち
、
O
奪
回
写

貯
震
は
ド
リ
ス
人
の
二
個
の
共
同
体
の
合
体
と
見
な
し
て
い
る
の
に
対
し
、

芝
窒
訴
雪
暮
ダ
ピ
窪
蓉
プ
碧
は
ド
リ
ス
人
の
共
同
体
と
土
着
人
（
先
住
ギ

リ
シ
ア
人
）
の
共
同
体
と
の
合
体
と
見
て
い
る
。

　
働
第
二
に
あ
げ
る
も
の
は
妥
協
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鰯
権
を
め
ぐ
っ
て

対
抗
す
る
勢
力
者
が
同
権
の
協
隔
支
配
者
と
な
る
、
と
い
う
条
件
で
妥
協
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
を
主
張
す
る
の
は
℃
α
露
ヨ
睾
P

　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
⑰
　
　
⑱

芝
o
o
α
≦
鴛
9
蜜
写
げ
①
F
鼠
¢
区
一
薯
な
ど
で
あ
る
が
、
℃
α
三
ヨ
鎧
¢
は
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

抗
す
る
貴
族
問
の
妥
協
と
す
る
の
に
対
し
て
、
翠
蓋
己
㊦
団
は
四
身
（
四
村
落
）

間
の
妥
協
と
い
う
。
ま
た
、
　
レ
類
。
げ
①
嵩
は
。
注
①
津
ρ
軌
間
の
妥
協
と
晃
て

い
る
が
、
こ
の
。
臣
。
津
鉱
質
の
実
体
は
、
③
で
述
べ
る
国
鐸
①
口
σ
鍵
σ
Q
の
い

う
部
族
王
乃
至
部
族
長
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
論
者
は
、
い
ず
れ
も
、
「
二

王
」
と
い
う
表
現
を
、
は
っ
き
り
と
は
、
用
い
て
お
ら
ず
、
妥
協
し
た
貴
族
、

首
長
の
数
が
、
二
以
上
の
複
数
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　
⑨
第
三
に
三
部
族
長
（
部
族
王
）
説
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

ド
リ
ス
人
の
三
部
族
の
首
長
が
合
同
し
た
結
果
、
ス
パ
ル
タ
の
王
制
が
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
⑳

し
た
、
と
説
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
乱
窪
σ
①
嶺
”
℃
ρ
器
ぼ
な
ど
が
こ
の
見

解
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
を
と
る
揚
合
、
三
部
族
と
二
王
家

と
を
如
何
に
結
び
つ
け
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
　
閃
討
尋
び
鍵
α
q
は
成
立
し

た
三
王
家
の
う
ち
の
一
王
家
は
、
早
く
、
消
滅
し
た
、
と
し
、
℃
錠
①
諜
は

三
部
族
長
の
う
ち
の
一
人
の
み
は
王
を
称
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
、
「

と
み
な
し
て
い
る
。
な
お
、
℃
鴛
⑩
鉱
は
、
興
部
族
長
が
権
力
を
掌
握
す
る

以
前
に
、
一
人
の
王
に
よ
る
支
配
の
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
お
り
、

一
人
王
制
の
衰
弱
の
結
果
、
権
力
は
こ
一
人
の
部
族
長
に
移
っ
た
の
で
あ
り
、

一
人
王
謂
と
複
数
王
制
と
の
問
に
断
絶
（
H
O
算
膚
鴨
麟
）
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し

　
　
⑳

て
い
る
。

　
⑰
次
に
、
ア
ギ
ス
家
有
力
説
が
あ
る
。
ス
パ
ル
タ
に
は
、
ア
ギ
ス
、
エ
ウ

リ
ュ
ポ
ン
両
王
家
が
併
期
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
ア
ギ
ス
家
の
方
が
他

よ
り
も
古
い
、
ま
た
は
、
卓
越
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
⑳

る
。
こ
の
見
解
は
熟
霧
ρ
O
げ
識
導
①
。
。
”
創
窪
し
廿
o
o
邑
、
○
揖
く
2
ら
の
主
張
す

る
も
の
で
、
こ
の
う
ち
、
累
δ
ω
o
と
創
窪
b
づ
。
霞
は
ア
ギ
ス
家
の
方
が
エ
ウ

リ
ュ
ポ
ン
家
よ
り
も
卓
越
し
て
い
る
と
し
て
お
り
、
O
げ
誌
ヨ
O
ρ
と
○
嵩
く
興

と
は
、
よ
り
古
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
説
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
記
事
と
一
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、
こ
の
説
の
蓋
然

性
を
高
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　
働
ほ
か
に
、
一
説
と
は
い
い
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
王
制
の
起
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
⑳

を
目
窪
と
す
る
論
者
竜
、
若
干
存
在
す
る
。
食
器
。
5
2
乙
器
美
Φ
ω
》
じ
d
窪
σ
Q
学

　
⑳

。。

女
?
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
ご
二
ω
o
詳
は
、
多
く
の
見
解
を
紹
介
し
た
後
、

い
ず
れ
も
、
　
「
単
な
る
可
能
性
の
域
を
出
な
い
」
と
述
べ
、
此
等
σ
q
富
。
旨
は

「
二
王
制
の
起
源
は
明
ら
か
で
な
い
」
と
い
い
、
〉
嶺
紆
。
毛
。
ω
は
「
起
源
は
、
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非
常
に
、
古
く
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
い
い
得
な
い
」
と
慎
重
で
あ
る
。

　
な
お
、
以
上
の
㈲
1
㈲
の
中
に
分
類
し
得
な
い
も
の
と
し
て
、
エ
ウ
ロ
タ

ス
河
谷
の
上
流
域
を
共
有
す
る
二
名
の
指
導
者
（
恥
曝
ゲ
穏
㊦
村
）
を
二
王
象
の
檀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
す
る
、
と
述
べ
る
瓢
。
賃
欝
気
詳
ま
た
、
ス
パ
ル
タ
の
三
種
族
（
ω
薮
鑓
日
⑦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
ド
リ
ス
、
ア
カ
イ
ア
、
　
a
σ
q
①
乙
巴
と
す
る
国
興
欝
ρ
ロ
㌣
月
潮
干
。
。
巽
な

ど
が
あ
る
。

　
さ
て
、
一
般
に
、
二
王
制
と
い
う
も
の
が
、
ギ
リ
シ
ア
盤
界
に
お
い
て
、

特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
、
そ
う
は
い
い
得
な
い

よ
う
で
あ
る
。
ウ
陰
。
冨
嵩
も
述
べ
て
い
る
如
く
、
非
常
に
、
多
く
の
例
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
パ
ル
タ
の
如
く
、
長
期
間

に
わ
た
っ
て
、
そ
の
制
度
が
維
持
さ
れ
た
揚
合
は
、
他
に
見
ら
れ
な
い
。

　
ス
パ
ル
タ
の
二
王
制
は
、
　
し
ば
し
ば
、
　
ド
リ
ス
の
一
二
部
族
と
の
関
連
に

お
い
て
説
か
れ
る
。
　
ド
リ
ス
の
三
部
族
と
は
、
周
知
の
如
く
、
　
出
覧
｝
鉱
ρ

勺
9
鋤
も
げ
覧
○
勲
O
繁
情
宜
＄
で
あ
る
。
彼
ら
の
移
動
す
る
際
に
は
、
部
族
長

（
讐
覧
鍵
。
ぎ
一
）
に
引
率
さ
れ
て
行
な
わ
れ
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
へ
の
侵
入
の

場
合
も
、
同
様
な
こ
と
が
、
轟
然
、
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
リ
ス

が
三
蔀
族
よ
り
威
っ
て
い
る
以
上
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
へ
の
侵
入
の
当
初
は
、

部
族
長
も
三
名
存
在
し
た
、
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
貯
魯
び
興
σ
q
が

二
王
制
の
成
立
す
る
以
前
に
、
三
雲
の
部
族
長
乃
至
は
部
族
王
（
娼
｝
莞
δ
び
ρ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

巴
①
一
ω
）
の
時
代
を
予
想
す
る
の
は
、
か
か
る
事
態
か
ら
の
類
推
で
あ
る
。
ド

リ
ス
の
三
部
族
と
ス
パ
ル
タ
の
二
王
家
と
の
関
係
を
如
何
に
し
て
説
明
す
る

か
は
、
極
め
て
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
　
（
前
述
◎
説
参
照
）
。

　
伝
承
に
よ
る
と
、
ス
パ
ル
タ
の
二
王
家
は
、
共
に
、
頃
。
冨
竃
¢
置
巴
で
あ

る
が
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
（
囲
・
霜
）
は
、
ド
リ
ス
人
は
潤
興
ρ
箆
。
誌
鉱
．
と

共
に
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
を
占
拠
し
た
、
　
と
述
べ
て
い
る
。
　
三
部
族
の
う
ち
、

国
。
舜
匹
。
箆
鉱
で
あ
る
の
は
頃
覧
ざ
置
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

臨
覧
ざ
冨
が
、
終
始
一
貫
、
他
の
二
部
族
よ
り
、
特
に
、
優
位
を
保
っ
て
い

た
と
は
信
じ
難
い
。
し
か
も
、
伝
承
は
、
こ
の
三
部
族
の
ほ
か
に
、
と
α
Q
鉱
－

α
鼠
な
る
も
の
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
。
と
α
q
①
置
鉱
に
関
し
て
は
、
異
な
っ

た
伝
承
が
併
存
し
て
い
る
。
　
一
説
（
》
ユ
ω
け
．
h
罫
頓
器
）
で
は
、
ス
パ
ル
タ
が

ア
ミ
ェ
ク
ラ
イ
を
攻
略
す
る
に
際
し
て
、
援
助
を
テ
バ
イ
の
と
σ
q
①
乙
繊
に

求
め
、
目
塞
o
B
ρ
o
げ
。
ω
と
い
う
も
の
が
応
じ
て
ス
パ
ル
タ
に
来
た
り
、
　
ス

パ
ル
タ
人
を
指
揮
し
て
、
葬
生
な
名
声
を
得
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

別
の
説
（
国
（
一
十
「
困
～
謬
H
蒔
り
）
に
よ
る
と
、
カ
ド
モ
ス
の
　
族
で
、
ス
パ
ル
タ
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

家
の
近
縁
に
あ
た
る
縛
δ
蜜
。
。
の
孫
》
蒔
。
蕊
の
名
に
ち
な
ん
で
、
そ
の

子
孫
が
》
お
Φ
誌
践
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
と
す
る
。
な
お
、
6
｝
6
旨
ω
自

身
は
各
部
族
の
一
部
の
も
の
と
ミ
ュ
ニ
ア
ス
人
を
連
れ
て
、
　
カ
リ
ス
タ
島

（
後
に
、
§
冨
話
ω
に
ち
な
ん
で
、
テ
ラ
島
と
呼
ば
れ
る
）
に
植
民
し
て
い
る
。
こ

の
伝
の
系
譜
に
は
、
当
然
、
暴
き
○
剣
竜
び
。
ω
と
い
う
人
物
は
現
れ
な
い
。

　
以
上
の
両
説
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
ド
リ
ス
人
と
共
に
テ
バ
イ
系
の
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一
派
が
、
　
ス
パ
ル
タ
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
　
ヘ
ロ

ド
ト
ス
の
伝
え
る
後
者
の
伝
説
は
、
　
ス
パ
ル
タ
人
の
伝
え
る
も
の
で
あ
る

（
甲
H
α
挫
■
　
H
く
■
　
H
α
O
）
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
伝
え
る
前
奢
は
、
　
ス
パ
ル
タ

に
テ
パ
イ
起
源
と
称
す
る
諺
お
③
誌
鉱
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
説
明
せ

ん
が
た
め
に
、
ス
パ
ル
タ
以
外
の
地
で
生
じ
た
伝
説
で
あ
ろ
う
。

　
ド
リ
ス
人
が
ス
パ
ル
タ
の
地
に
入
っ
た
の
は
、
前
一
二
世
紀
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
際
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
子
孫
一
と
称
す
る
；
諺
ほ
ω
8
自
。
ヨ
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
率
い
ら
れ
て
い
た
、
と
伝
承
は
俵
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ヘ
ラ
ク
レ

ス
の
子
孫
が
三
部
族
中
の
頃
覧
冨
置
（
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
子
蛋
覧
ざ
。
・
の
名
に
よ
る
）

で
あ
り
、
他
の
二
部
族
は
、
共
に
、
ド
リ
ス
人
の
伝
説
上
の
王
》
お
陣
ヨ
δ
・
。

の
瓢
子
℃
㊤
露
も
げ
覧
◎
ρ
U
団
旨
ρ
ω
を
名
祖
と
す
る
勺
帥
叙
唱
ゲ
覧
巳
と
U
胃

白
露
。
。
。
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
、
ド
レ
ス
人
自
身
の

自
己
宣
伝
で
あ
り
、
近
年
は
、
頴
畷
轟
φ
冨
を
葺
貿
冨
人
と
見
な
し
（
ド
リ

ス
人
は
H
一
ぢ
二
・
・
入
に
圧
遺
さ
れ
て
南
下
し
た
）
、
℃
ρ
羅
唱
ξ
ざ
一
を
、
そ
の
名
称

か
ら
し
て
、
　
「
多
く
の
部
族
の
幽
身
者
の
集
合
体
扁
と
考
え
る
見
解
が
有
力

視
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
d
《
青
翠
Φ
ω
と
い
う
名
は
北
西
ギ
リ
シ
ア
系
で
あ

　
⑩
ろ
う
。
ス
パ
ル
タ
に
侵
入
し
た
ド
リ
ス
人
も
、
三
部
族
に
分
れ
て
い
た
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
パ
ル
タ
と
い
う
ポ
リ
ス
が
成
立
す
る
ま
で
に

は
、
様
々
な
紆
余
曲
折
を
経
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
三
部
族
の
部
族
長
の
間
に

覇
権
を
め
ぐ
っ
て
の
闘
争
が
長
ら
く
続
い
て
い
た
こ
と
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
H
・

①
頓
）
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
（
回
．
一
。
。
）
の
記
事
か
ら
も
、
う
か
が
わ
れ
る
し
、

そ
の
争
い
に
テ
バ
イ
系
が
加
つ
た
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
が
、
部
族
貰
聞
の
争

い
は
、
当
然
、
各
部
族
内
の
有
力
者
達
の
間
の
対
立
抗
争
を
誘
発
す
る
。
か

く
し
て
、
お
そ
ら
く
は
、
不
特
定
数
の
有
力
者
が
覇
権
を
称
え
る
よ
う
な
時

期
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
後
に
、
王
家
と
な
っ
た
ア
ギ
ス

家
、
エ
ウ
リ
晶
ボ
ン
家
、
さ
ら
に
、
テ
バ
イ
系
の
子
孫
と
称
す
る
ア
イ
デ
ウ

ス
家
の
各
々
が
、
三
部
族
の
う
ち
の
い
ず
れ
に
属
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
知
る
手
が
か
り
は
な
い
。

　
ア
ギ
ス
家
の
初
期
の
諸
王
の
う
ち
、
最
も
華
々
し
い
活
躍
を
し
た
の
は
テ

レ
ク
ロ
ス
で
あ
る
。
テ
レ
ク
ロ
ス
の
蒔
代
は
前
八
世
紀
の
前
半
と
認
め
ら
れ

る
が
、
彼
の
寒
釣
の
な
か
で
、
最
も
困
難
な
事
業
で
あ
っ
た
の
は
ア
、
、
、
ユ
ク

ラ
イ
の
征
銀
で
あ
っ
た
（
℃
ρ
易
巳
瓢
H
．
“
。
●
①
）
。
　
一
方
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
の

な
か
で
は
、
メ
ッ
セ
ニ
ァ
戦
争
の
時
代
（
前
八
世
紀
後
半
）
の
王
テ
オ
ポ
ソ
ポ

ス
が
鳶
色
で
あ
る
。
テ
レ
ク
ロ
ス
の
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
征
服
に
よ
っ
て
、
ス
パ

ル
タ
の
輪
が
ス
パ
ル
テ
・
ア
条
の
鑑
・
な
・
た
の
で
あ
・
が
、
・
の

ほ
か
、
テ
レ
ク
ロ
ス
は
エ
ウ
ロ
タ
ス
河
下
流
域
を
径
服
し
て
い
る
（
℃
伊
9
。
。
．

H
H
H
・
悼
b
）
。
以
上
の
如
き
活
躍
に
よ
っ
て
、
テ
レ
ク
群
ス
が
、
は
じ
め
て
、

部
族
長
の
中
で
、
一
頭
地
を
抜
く
存
在
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な

お
、
先
に
み
た
如
く
、
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
の
征
服
に
は
、
テ
バ
イ
系
の
協
力
が

あ
っ
た
、
と
の
伝
承
が
あ
る
が
、
こ
の
伝
承
の
伝
え
る
征
服
が
、
テ
レ
ク
ロ
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スパルタの二三E制をめぐる二，三の問題（漸村）

分
そ
れ
姦
す
も
の
か
否
か
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
噛
し
か
し
・
テ

レ
ク
ロ
ス
の
そ
れ
が
、
き
わ
め
て
、
困
難
を
伴
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
（
℃
9
器
．
H
H
H
．
b
。
・
O
）
…
か
ら
、
テ
レ
ク
ロ
ス
が
他
の
部
族
長
の

協
力
を
求
め
た
こ
と
は
、
大
に
、
あ
り
得
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
エ
ウ
リ

ュ
ポ
ン
家
の
中
に
は
、
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
征
服
に
関
与
し
た
復
え
が
、
ま
っ
た

く
、
存
在
し
な
い
か
ら
、
協
力
し
た
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
エ
ウ
リ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ボ
ン
系
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
を
征
服
し
、
全
権
を
確
立
し
た
テ
レ
ク
ロ
ス
の
、
次
に
、

行
な
う
べ
き
事
業
は
、
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
を
含
む
ス
パ
ル
テ
ィ
ア
タ
イ
の
佐
地

の
再
編
成
で
あ
る
。
こ
の
時
、
テ
レ
ク
ロ
ス
の
意
を
汲
む
有
力
者
が
、
立
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

者
と
し
て
、
　
「
大
レ
ト
ラ
」
を
制
定
し
た
と
児
ら
れ
る
。
　
「
大
レ
ト
ラ
」
の

第
一
の
眼
緕
が
、
前
述
の
再
編
成
、
す
な
わ
ち
、
薪
部
族
洋
弓
の
制
定
で
あ

る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
　
「
大
レ
ト
ラ
」
の
第
二
の
眼
目
は
長
老
会
と

民
会
と
の
法
制
化
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
次
章
で
触
れ
よ
う
。
テ
レ
ク
ロ
ス

の
死
後
、
や
や
あ
っ
て
か
ら
、
　
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
（
第
一
次
）
が
勃
発
す
る

（
略
記
七
三
六
年
）
。
こ
の
戦
争
を
、
主
と
し
て
、
指
導
し
た
の
は
エ
ウ
リ
ュ

ポ
ソ
家
の
テ
オ
ポ
ン
ポ
ス
で
あ
っ
た
（
日
団
簿
鉱
○
ρ
隔
メ
野
勺
碧
。
・
■
H
H
囲
■
ω
・

“。

d
H
〈
．
Φ
■
窃
）
。
し
か
し
、
こ
の
戦
争
の
時
、
指
揮
宮
と
な
っ
た
の
は
、
テ

オ
ポ
ン
ポ
ス
と
ア
ギ
ス
家
の
ポ
リ
ュ
ド
ロ
ス
（
テ
レ
ク
ロ
ス
の
孫
に
当
る
）
お

よ
び
テ
バ
イ
系
の
エ
ウ
リ
、
ユ
レ
オ
ン
で
あ
り
、
こ
の
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、

軍
隊
の
右
翼
、
左
翼
、
中
央
を
担
っ
た
（
娼
餌
β
。
。
・
H
＜
・
メ
碧
◎
。
）
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
注
目
に
価
す
る
。
す
な
わ
ち
、
テ
オ
ポ
ン
ポ
ス
、
ポ

リ
ュ
ド
ロ
ス
、
エ
ゥ
リ
ュ
レ
ォ
ソ
の
三
春
は
、
ま
っ
た
く
、
対
等
の
資
格
で

軍
隊
の
指
揮
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
者
は
、

い
ず
れ
も
、
い
ま
だ
、
部
族
長
的
な
性
格
を
、
多
分
に
、
有
し
て
い
た
存
在

で
あ
っ
た
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
は
、
蒋
期
的

に
見
て
、
　
「
大
レ
ト
ラ
」
以
後
で
あ
る
か
ら
、
薪
部
族
濁
度
が
、
す
で
に
、

施
行
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
当
時
の
軍
隊
の
組
織
が
問
題
と

な
る
。
し
か
し
、
地
域
的
な
部
族
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、
旧

部
族
の
解
体
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
言
の
軍
隊
が
新
部

族
制
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
た
、
と
断
欝
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
と
も
か
く
、
こ
の
時
期
に
三
名
の
部
族
長
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、

先
に
テ
レ
ク
ロ
ス
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
ア
ギ
ス
家
の
覇
権
も
、
い
ま

だ
、
確
固
た
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
都
族
長
と
協
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

態
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
メ
ッ
セ
一
　
ア
戦
争

の
時
代
に
は
、
む
し
ろ
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
の
テ
オ
ポ
ン
ポ
ズ
の
方
が
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
二
人
よ
り
も
擾
勢
で
あ
っ
た
形
跡
す
ら
あ
る
（
℃
騨
鄭
ω
．
　
同
H
川
幅
　
Q
◎
■
卜
。
）
。
メ
ツ

セ
ニ
ア
戦
争
が
終
っ
て
か
ら
、
約
三
九
年
後
に
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
人
の
大
反
乱

が
お
き
た
（
℃
餌
霧
「
H
＜
．
一
㎝
．
一
）
。
　
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ

ア
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
前
三
世
紀
の
詩
人
ジ
ア
ノ
ス
は
レ
ウ
テ
ユ
キ
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デ
ス
の
治
世
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
パ
℃
ρ
霧
・
H
く
・
窃
・
b
。
）
が
、
バ
ゥ
サ
ニ

ア
ス
は
、
テ
ユ
ル
タ
イ
オ
ス
の
詩
（
坤
・
α
）
か
ら
、
ア
ナ
タ
サ
ン
ド
ロ
ス

（
ア
ギ
ス
家
）
と
ア
ナ
タ
シ
ダ
モ
ス
（
エ
ゥ
リ
ュ
ポ
ン
家
）
と
の
治
世
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
（
H
く
●
　
H
q
b
　
昏
σ
1
ω
）
、
と
述
べ
て
い
る
。
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
伝
え
る

エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
の
系
図
で
は
、
レ
オ
テ
ユ
キ
デ
ス
と
い
う
王
は
、
テ
オ
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ソ
ボ
ス
か
ら
九
代
目
で
、
前
置
世
紀
の
初
頭
が
そ
の
治
世
と
な
っ
て
い
る

（
憎
窪
ω
・
麟
ピ
S
g
H
＜
」
㎝
脅
ω
）
が
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
＜
H
H
H
“
H
ω
一
）
の
伝
え

る
系
譜
で
は
、
テ
オ
ポ
ン
ポ
ス
か
ら
五
代
臼
と
九
代
圏
に
岡
名
の
者
が
出
て

い
る
。
た
だ
し
、
五
代
目
の
レ
オ
テ
ユ
キ
デ
ス
が
王
位
に
つ
い
た
の
か
否
か

は
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
の
頃
よ
り
後
、
前
六
世
紀
中
葉
ま
で
の
ス
パ
ル

タ
の
情
況
に
は
、
不
明
の
点
が
、
き
わ
め
て
、
多
い
。
こ
の
蒋
期
の
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

つ
い
て
は
、
か
つ
て
、
エ
ポ
ロ
イ
制
と
関
連
し
て
、
若
干
、
考
察
し
た
。
ま

た
、
第
～
次
及
び
第
二
次
の
メ
ッ
セ
ニ
ァ
戦
争
の
間
の
約
四
十
年
聞
に
つ
い

て
も
、
パ
ウ
サ
エ
ア
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
、
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
第
一
次
戦

争
後
、
間
も
な
く
、
ア
ギ
ス
家
の
ポ
リ
ュ
ド
ロ
ス
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
が
、
生

存
中
も
死
後
も
、
特
に
、
民
衆
に
は
、
名
声
が
高
か
っ
た
（
℃
9
灯
q
自
●
　
囲
H
H
巳
ω
。
ら
◎
）

し
、
ま
た
、
種
々
な
改
革
を
行
な
っ
た
と
い
う
伝
承
（
や
一
二
鉾
】
U
団
犀
．
Q
◎
）
も
あ

る
。
し
か
も
、
彼
の
殺
害
者
が
、
ポ
レ
マ
ル
コ
ス
と
い
う
名
門
出
身
の
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
（
勺
斜
鐸
q
α
●
　
H
H
H
■
　
G
Q
。
　
G
◎
）
は
、
当
時
、
な
お
、
部
族
長
身
の
勢
力

争
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に
お
い
て
、
ポ
リ
ュ
ド
ロ
ス
が
男
衆
の
支
持
に

期
待
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
に
十
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
タ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
「

（
タ
レ
ン
ト
ゥ
ム
）
へ
の
植
民
が
行
な
わ
れ
た
の
も
、
前
七
〇
〇
年
頃
で
、
こ

れ
も
時
期
的
に
、
同
じ
く
、
両
次
の
戦
争
の
中
聞
に
位
す
る
。
穂
民
者
達
は

避
難
考
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
ス
パ
ル
タ
本
国
に
お
い
て
、

勢
力
争
い
に
敗
れ
、
海
外
へ
の
移
住
を
余
儀
な
か
ら
し
め
ら
れ
た
一
派
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
両
次
の
戦
争
の
中
間
の
時
期
は
、
決
し
て
、
ス
パ

ル
タ
に
と
っ
て
、
平
穏
な
馬
出
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
頃
に
は
、
先
に
征
服
し
た
メ
ッ
セ
ニ
ア
の
土
地
の
分
配
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
て
、
不
満
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
彼
ら
が
反
乱
を
起
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
と
も
か
く
、
覇
権
を
め
ぐ
る
争
い
の
続
い
た
後
、
略
称
七
〇
〇

年
頃
、
よ
う
や
く
、
ア
ギ
ス
家
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
の
覇
権
が
確
立
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
ア
イ
デ
ウ
ス
家
に
つ
い
て
は
、
エ
ウ
リ
ュ
レ

オ
ン
以
後
の
系
譜
が
、
ま
っ
た
く
、
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
推
測

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
、
二
王
制
が
確
立
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

①
ま
巳
ヨ
昌
昌
男
こ
0
2
巳
菖
ω
ψ
α
禽
。
は
8
窪
ω
3
昌
O
＄
号
一
。
馨
ρ
い
．

　
ぎ
ゆ
二
6
8
鰯
ω
■
総
山
…
原
随
園
「
ル
ユ
ク
ル
ゴ
ス
伝
説
と
そ
の
文
化
史
的
意

　
義
」
（
『
ギ
リ
シ
ア
史
研
究
熱
所
収
、
　
　
九
一
一
八
年
　
三
一
｝
一
三
五
七
頁
）
＝
二

　
五
頁
に
も
、
諸
説
の
簡
潔
な
紹
介
が
あ
る
。

②
　
切
着
く
O
”
疑
二
ω
℃
置
＄
●
（
蜜
㊦
団
①
話
疑
一
鉱
昌
O
国
㊤
ロ
α
σ
欝
O
げ
O
同
唾
y
一
ゆ
ω
8
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スパルタの二董制をめぐる二，三の問題噺村）

　
ω
・
嵩
．

③
峯
g
。
量
類
こ
ω
鵠
ぽ
㌍
搭
給
、
や
。
。
噂

④
望
。
鷺
ま
℃
O
こ
6
冨
ρ
雲
、
夢
。
軌
。
。
鵠
誌
導
℃
o
ぎ
密
（
｝
煽
ω
讐
×
×
×
算

　
一
〇
憲
い
唱
や
7
爵
）
り
唱
℃
．
轟
ム
．

⑤
O
ご
蒼
③
ω
》
錦
軍
6
こ
》
匿
｛
Φ
⇒
け
ω
名
望
ρ
お
も
層
思
．
ω
い
？
。
。
。

⑥
　
≦
鵠
o
H
お
P
φ
二
〇
甑
¢
o
｝
凱
q
。
o
げ
⑦
O
①
⑳
〇
三
〇
H
爆
Φ
凶
話
涛
巴
μ
ヨ
①
降
α
巽
〉
プ

　
帯
『
霞
旨
。
3
σ
q
o
ω
7
凶
。
ゲ
富
’
◎
。
．
》
直
ゆ
二
一
〇
蝋
◎
。
”
幹
二
ρ

⑦
9
ぞ
2
｝
●
舅
．
d
⑦
日
。
H
＾
話
睦
罫
夢
。
○
。
勢
噂
舘
島
昏
①
艶
⑦
o
≦
。
二
9

　
一
コ
口
P
や
9

⑧
℃
α
三
ヨ
舞
鈍
。
℃
．
9
け
こ
0
α
曜
ω
Q
の
紹
介
に
よ
る
。

⑨
⑧
に
間
じ
。

⑩
O
雛
げ
①
誉
O
；
缶
碧
山
9
魯
伽
鐙
ρ
同
。
。
三
ω
。
げ
霊
ω
汁
門
止
三
審
吋
暮
ヨ
。
さ

　
膨
自
♪
昌
α
一
サ
N
尋
跨
貿
ゆ
こ
一
c
o
O
9
3
讐
ω
．
轟
．

⑪
∪
Σ
【
ぎ
ρ
。
ワ
。
陣
f
電
‘
轟
ふ
噸
　
　
　
　
　

⑫
ピ
。
諺
畠
P
ξ
↓
こ
》
σ
Q
冨
伽
。
嵩
言
島
．
国
岱
莞
宕
コ
鉱
α
窪
（
図
ド
答
易
こ

　
い
置
×
婦
＜
H
嵩
、
一
8
㊤
讐
。
う
．
一
鵠
一
轟
ひ
）
「

⑬
　
尉
煽
冠
ざ
轡
こ
ご
．
…
諸
①
お
σ
q
ρ
ロ
ニ
瓢
一
ω
ε
巴
唄
。
涜
O
吋
0
8
0
ε
け
げ
㊦
血
⑦
暮
甥
。
｛

　
諺
一
Φ
拷
騨
δ
儀
O
税
焦
μ
Φ
O
話
暮
唱
ω
賦
。
血
こ
一
り
歯
噛
や
一
譲
哨

⑭
剛
警
ぎ
塁
p
8
．
g
け
二
ω
・
ω
N
・

⑮
≦
。
9
堵
霞
9
＞
レ
角
二
。
。
鵠
ヰ
㊤
（
○
×
8
乙
9
霧
笛
巴
U
馨
凶
。
白
蔓
「

　
一
〇
轟
P
℃
や
Q
。
鐙
－
い
’
）

⑯
峯
。
冨
罫
。
や
9
汁
‘
ワ
δ
轟
・

⑰
劉
q
x
げ
ざ
O
●
U
二
国
p
H
ぞ
ω
℃
母
葺
お
ひ
F
や
葺

⑱
○
凱
く
ゆ
び
。
や
。
霊
曽
や
タ
も
「
二
王
潮
は
妥
協
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ

　
て
は
い
る
が
、
後
述
の
D
説
に
近
い
の
で
、
便
宜
上
、
D
に
含
ま
せ
る
。
な
お
、

　
原
髄
騒
「
ス
パ
ル
タ
の
古
言
に
つ
い
て
」
（
『
窟
都
大
学
文
学
部
五
十
周
年
・
記
念
論

　
集
』
所
収
、
．
　
九
五
六
年
、
五
圏
五
－
五
八
五
貰
）
も
B
D
爾
説
を
綜
合
し
て
い

　
る
。

⑲
　
こ
こ
に
い
う
四
村
落
と
は
、
い
わ
ゆ
る
、
ス
パ
ル
タ
の
地
縁
二
五
部
族
（
五
匿
）

　
一
た
だ
し
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
を
除
く
…
を
揖
す
も
の
で
あ
る
。
註
⑳
参
照
。

⑳
肇
肖
窪
9
吋
σ
q
瑠
く
こ
ご
無
ぎ
質
①
巳
ω
。
ぎ
Q
。
富
馨
（
d
興
Q
。
け
器
什
9
嬬
O
凱
Ψ

　
O
げ
O
昌
昌
①
臨
H
）
6
い
メ
ω
。
山
外
　
た
だ
し
、
目
評
噌
O
謬
σ
O
『
σ
Q
は
国
凋
ω
｝
（
6
N
O
）

　
の
：
o
Q
℃
g
）
巴
欝
二
の
項
に
お
い
て
は
、
　
「
一
　
王
制
の
起
源
に
関
す
る
仮
説
は
、
い

　
ず
れ
も
、
不
確
か
な
根
拠
に
も
と
づ
い
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

⑳
く
巴
α
q
艦
5
戸
b
饗
誌
甜
9
暮
。
ざ
α
q
ご
魯
濠
≦
富
a
勺
】
暮
鶏
8
し
O
ひ
ど

　
℃
’
い
い
．
の
紹
介
に
よ
る
。

⑫
　
濡
…
永
昭
次
「
ス
パ
ル
タ
に
お
け
る
ポ
リ
ス
の
成
立
扁
（
『
古
代
史
講
座
』
4
所
収
、

　
一
九
六
二
年
、
二
〇
一
五
八
頁
）
四
闘
一
四
七
頁
も
、
　
℃
震
④
菖
に
近
い
が
、
清

　
永
氏
は
両
王
制
間
の
断
納
肥
を
認
め
て
い
な
い
。

⑬
翼
一
〇
㎝
Φ
層
切
こ
N
∬
d
く
興
鍵
器
煽
昌
σ
q
物
。
σ
Q
r
う
。
・
o
ζ
o
プ
富
り
身
内
。
ユ
伴
葺
。
冨
ω
（
頃
N
”
ひ
N

　
一
〇
。
Q
。
P
ω
’
凱
。
。
一
Q
。
轟
）
ω
．
ひ
ひ
◎

⑳
　
O
犀
甑
ヨ
①
伊
O
ワ
。
津
こ
℃
●
雛
◎
り
。

蓼
　
α
o
口
切
o
o
巴
讐
二
二
娼
。
訟
賦
。
畿
男
冠
。
娼
9
σ
q
騨
昌
縣
ρ
貯
O
増
⑦
o
開
O
げ
穏
9
6
ざ
σ
Q
楓

　
（
鵠
㎞
簿
。
臨
欝
く
讐
¢
軌
9
℃
や
隔
ひ
恥
…
遷
y
や
　
回
ご
5

⑳
○
雛
く
。
び
。
ワ
。
罫
、
や
や
凱
噸

⑳
　
鵠
象
「
＜
H
．
鋒
は
切
煽
”
嘱
霧
げ
。
冨
Φ
。
陰
の
子
孫
（
ア
ギ
ス
家
）
の
方
が
、
長
子

　
の
系
統
で
あ
る
が
故
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

蓼
　
じ
d
二
ω
O
犀
り
O
こ
一
ω
堵
。
げ
。
ロ
費
麟
こ
O
瓢
0
9
二
切
。
ゴ
①
o
ワ
審
簿
。
7
岸
貿
コ
幽
0
”
P
瞑
巴
や

　
梓
ρ
一
〇
M
ひ
り
。
謄
．
ひ
刈
舛

㊧
｝
出
島
。
芝
。
の
匂
〉
二
〇
吋
8
閥
目
団
二
黒
。
・
讐
ち
ま
．
℃
・
認
・

⑳
　
亡
d
o
コ
σ
q
富
。
輩
出
こ
O
ユ
8
巴
。
D
o
げ
o
O
＄
〇
三
〇
ゲ
伴
o
r
〈
o
冨
ユ
Φ
嵩
｝
箒
緯
鵠
σ
q
Φ
コ

　
び
ぢ
ヨ
＆
O
鴇
α
僧
房
瓦
器
開
㊤
｛
器
養
①
津
佃
ト
φ
．
》
篇
P
噌
お
O
ρ
Q
り
■
一
門
■
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⑳
裟
蔦
蔓
寡
p
乱
し
ニ
リ
♂
吋
導
。
・
げ
診
雌
護
ゆ
¢
ω
馨
霞
げ
に
ユ
ω
窪
窪
望
薄
ぎ
ω

　
冒
α
窪
脚
嘱
曽
二
二
尻
。
財
。
切
く
①
猟
舘
。
・
β
質
σ
蔓
（
援
N
b
O
ひ
讐
一
8
ひ
り
匂
D
．
学
◎
。
O
y
u
降
．

　
軸
摯
◎

⑫
　
鳩
山
ヨ
㊤
小
野
円
．
男
1
8
げ
躍
筥
器
同
”
く
こ
o
Q
3
鯨
ω
巴
＄
増
慈
導
①
同
（
鵠
實
ヨ
窪
謬
、
。
ほ

　
い
。
げ
尻
σ
嘘
。
財
山
郭
O
ほ
Φ
o
瓢
ω
o
げ
¢
旨
》
昌
砕
一
ρ
三
篶
鋒
。
昌
一
。
切
p
瓢
畠
）
芦
一
Q
。
c
。
O
”
自
陰
．

　
跳
？
Q
。
．

母
　
鼠
ざ
び
。
＝
”
o
や
。
π
こ
℃
ワ
δ
マ
タ

⑭
　
春
寒
出
転
註
⑧
参
照
。

㊧
　
勺
ぎ
9
H
ω
夢
ヨ
．
く
囲
H
》
一
。
。
は
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
征
服
の
際
の
と
σ
q
鉱
O
既
の

　
援
助
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
な
お
℃
ρ
雛
白
ρ
属
ン
＜
．
曾
≦
o
導
峯
｝
ご
σ
噛
閃
．

　
≦
‘
目
ぎ
U
o
首
三
。
○
轟
。
一
〇
層
一
8
0
”
〈
o
一
」
冒
や
。
。
い
．
参
照
。

醗
　
い
わ
ゆ
る
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
第
二
次
侵
入
、
す
な
わ
ち
、
西
方
方
言
群
の
ギ
リ

　
シ
ァ
入
の
南
下
は
、
前
一
二
〇
〇
年
頃
に
は
じ
ま
る
。
彼
ら
の
故
地
は
北
西
ギ
リ

　
シ
ア
の
山
地
…
マ
ケ
ド
ニ
ア
西
部
、
エ
ペ
イ
ロ
ス
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は

　
ド
リ
ス
人
と
北
西
ギ
リ
シ
ア
人
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
両
方
言
は
、
非
常
に
、
類

　
無
し
て
い
る
。
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
へ
侵
入
す
る
場
合
、
前
者
は
ド
リ
ス
地
方
を
経
て

　
東
方
か
ら
、
後
者
は
北
西
方
か
ら
半
島
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
半
島
の
東
部
及
び

　
南
部
、
西
部
及
び
北
部
を
占
め
た
（
頴
”
星
影
o
p
9
瓢
．
ρ
ピ
ニ
跨
工
置
8
竜
。
団

　
Q
器
①
8
陸
。
ω
器
蝉
O
こ
ち
軌
ρ
勺
ワ
認
塗
灘
少
照
）
。

⑰
》
『
『
8
“
¢
ヨ
。
ω
が
率
い
て
き
た
と
す
る
の
は
ス
パ
ル
タ
の
伝
承
の
み
で
、
・
　

　
般
に
は
、
そ
の
子
潤
鶉
同
団
匂
・
夢
①
瓢
。
。
・
と
唱
H
o
置
Φ
ω
が
率
い
て
い
き
た
と
し
て
い

　
る
（
国
α
戸
く
囲
。
給
）
。
》
℃
O
＝
O
畠
．
蟹
●
Q
。
．
鯨
勺
鱗
片
ω
．
H
煽
．
一
・
“
な
ど
は
、

　
》
目
溢
8
畠
。
ヨ
。
。
。
は
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
に
入
る
前
に
死
亡
し
た
、
と
い
う
、
当
隠
の
、

　
通
説
に
し
た
が
っ
て
い
る
。

⑳
　
b
ご
。
署
。
蟻
缶
こ
O
ユ
⑦
o
薮
ω
o
ゲ
。
戸
〆
ゴ
N
o
詫
（
鵠
。
巳
①
7
ゆ
解
9
醇
自
切
雪
伽

　
い
刈
y
6
凱
O
”
ω
。
ひ
轟
〔
太
・
書
は
切
①
噌
く
⑦
の
○
ユ
¢
o
げ
溢
。
げ
o
O
o
ω
o
島
島
に
。
噛
N

　
じ
」
岱
ρ
ド
艶
彰
炉
巳
絵
l
N
の
6
霧
。
げ
窪
窪
ω
α
q
拶
げ
。
の
第
一
巻
（
承
合
巻
）
で
あ

　
る
〕
、
切
。
鵠
σ
q
富
9
ポ
。
や
。
犀
こ
ω
噸
器
旧
踏
鯖
乙
。
ざ
。
や
。
即
ニ
ワ
δ
ω
・

鐙
　
切
O
瓢
σ
q
富
O
F
O
や
O
諦
二
ω
噛
軌
9

⑳
　
ド
リ
ス
人
及
び
北
西
ギ
リ
シ
ア
人
の
移
〃
屋
後
に
も
、
北
西
ギ
リ
シ
ア
地
方
に
は

　
1
勲
幕
り
讐
…
噸
幕
の
藷
尾
の
種
族
（
販
偽
℃
o
り
）
が
数
多
く
あ
っ
た
。
　
霞
即
自
罎
9
乙
・

　
o
℃
e
o
謀
こ
℃
．
ま
。
藤
縄
謙
三
門
ギ
リ
シ
ア
の
英
雄
叙
事
詩
の
社
会
的
基
盤
」

　
（
下
）
（
『
史
学
雑
誌
』
七
三
巻
九
m
写
、
　
一
九
六
四
年
、
穴
ニ
ー
八
一
頁
）
七
五
頁

　
な
ど
参
照
。
な
お
、
後
に
、
ス
ト
ラ
ボ
ソ
も
、
　
エ
ペ
イ
ロ
ス
の
種
族
名
と
し
て
、

　
、
単
軌
ミ
ミ
濡
9
、
鳳
嫡
ミ
誌
上
り
（
ノ
N
H
一
■
“
■
◎
◎
．
）
、
　
ア
イ
ト
リ
ア
の
種
族
名
と
し
て

　
肉
夏
日
魯
男
（
区
・
ド
タ
）
な
ど
1
織
蕊
の
語
騒
の
も
の
を
伝
え
て
い
乃
。
U
罵
一

　
ヨ
p
鵠
。
切
（
臥
異
無
竃
り
）
も
語
尾
が
こ
の
特
徴
に
令
致
す
る
か
ら
北
西
ギ
リ
シ
ア
系

　
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
五
区
と
は
、
地
縁
的
五
翻
族
を
指
す
。
そ
の
名
称
は
、
　
℃
隷
ρ
器
”
魏
。
μ
o
（
ω
Y

　
8
鎚
噛
U
言
臼
鉱
”
駕
＄
o
p
樋
》
導
覧
血
巴
で
あ
る
。
註
⑲
参
照
。

⑫
　
パ
ウ
サ
ニ
ァ
ス
に
よ
る
と
℃
7
伊
臥
∬
○
啓
9
昌
ゆ
7
門
臥
な
ど
。

⑬
　
ア
ミ
ユ
ク
ラ
イ
の
征
服
は
、
二
撚
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
『
西
洋
史

　
学
』
U
く
嵩
所
載
摘
稿
、
九
1
　
○
頁
参
照
）
。

⑭
　
し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
侮
も
い
い
得
な
い
。
テ
パ
イ
系
の
援
助
が
あ
っ

　
た
こ
と
を
断
定
す
る
根
拠
も
、
ま
っ
た
く
、
存
在
し
な
い
。
　
　
　
　
　
　
、

⑯
　
　
「
大
レ
ト
ラ
」
に
つ
い
て
は
、
　
晶
韻
揚
『
西
洋
古
典
学
研
究
』
×
同
一
　
｝
虜
載
紬
描
稿
、

　
二
八
i
ヨ
四
買
参
照
。

愈
　
三
部
族
に
も
と
つ
く
軍
鰯
が
何
時
瞬
ま
で
維
持
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
様
々

　
な
見
解
が
あ
ろ
う
が
、
　
鷲
個
の
新
部
族
（
区
）
一
こ
れ
を
。
げ
伊
と
み
る
説
も
あ

　
る
一
が
三
燗
の
煽
部
族
鯵
を
否
定
す
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
旧
部
族
制
が

　
軍
律
と
し
て
残
存
し
た
こ
と
は
、
十
分
、
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
他
方
、
　
ス

　
パ
ル
タ
で
は
、
前
六
世
紀
末
ま
で
は
、
戦
時
に
は
二
王
と
も
に
出
陣
し
て
い
る
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スパルタのニヨ三麟をめぐる二，三の問題（新村）

　
（
瓢
黛
．
＜
「
譲
）
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
際
、
壬
と
部
族
（
新
旧
い
ず
れ
に
せ
よ
）

　
と
の
数
は
一
致
し
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
当
時
、

　
五
部
族
倒
に
も
と
つ
く
軍
隊
が
三
名
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
特

　
に
、
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
パ
ル
タ
に
お
け
る
げ
。
℃
＝
富
唱
げ
巴
騨
口
×
の
一
休
摺
は
三
七

　
〇
〇
年
頃
で
あ
る
か
ら
、
第
一
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
後
に
、
戦
衛
の
変
化
に
と
も

　
な
う
軍
制
の
改
革
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
軍
鋼
に
つ
い

　
て
、
確
量
口
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
U
o
ユ
日
Φ
び
誤
官
U
二
6
7
①
げ
。
℃
凱
竃

　
℃
げ
巴
窪
郎
ぞ
一
夢
ω
需
9
鉱
同
Φ
隔
輿
魯
8
げ
。
跨
。
℃
8
蟹
ω
o
囲
》
吋
〇
三
一
〇
号
器

　
自
獅
目
博
欝
Φ
察
（
じ
ご
u
ワ
鋭
誕
い
H
囲
．
一
宝
ざ
℃
や
ま
山
い
。
。
）
℃
や
露
－
ω
’
参
照
σ

⑰
　
テ
ユ
ル
タ
イ
オ
ス
の
詩
（
ヰ
。
軌
）
に
も
、
テ
オ
ポ
ソ
ボ
ス
の
名
の
み
が
、
メ
ッ

　
セ
ニ
ア
征
服
と
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

幽
　
テ
ユ
ル
タ
イ
オ
ス
の
詩
に
は
第
一
次
メ
ヅ
影
回
ア
戦
争
・
の
時
の
戦
士
を
「
我
々

　
の
父
の
父
」
と
い
っ
て
い
る
。

⑲
　
し
た
が
っ
て
、
リ
ア
ノ
ス
の
い
う
レ
ウ
テ
ユ
キ
デ
ス
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
、
若
干
、
触
れ
る
。

⑪
　
前
掲
『
西
洋
史
学
』
い
く
目
所
載
拙
稿
、
一
三
－
一
鷲
頁
参
照
。

働
　
9
μ
凱
日
o
ρ
o
℃
璽
。
禅
こ
℃
曜
恥
O
恥
．
は
ざ
。
。
彰
O
．
と
し
て
い
る
。
な
お
、

　
目
。
嘱
昌
び
①
o
覧
》
■
一
こ
雪
げ
o
O
同
。
≦
葺
。
隔
ω
℃
9
同
3
（
｝
観
ρ
×
〆
×
嵩
押
硲
一
ω
層

　
℃
℃
・
鍵
守
羨
）
℃
．
N
い
ひ
●
は
、
タ
ラ
ス
移
焦
の
指
導
蒋
た
る
℃
げ
巴
融
詳
げ
。
ω
が
、

　
ス
パ
ル
タ
に
お
け
る
ア
イ
デ
ウ
ス
家
最
後
の
王
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
Y
こ

　
の
移
住
の
時
期
に
、
ア
イ
デ
ウ
ス
家
と
い
う
王
家
は
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。

⑭
　
目
。
団
ロ
σ
⑦
ρ
o
℃
．
9
ご
唱
．
N
ま
嚇
口
螺
己
。
ざ
。
℃
●
〇
一
け
こ
℃
．
欝
参
照
。

三

　
先
に
、
　
「
大
レ
ト
ラ
」
の
第
二
の
眼
穏
と
し
て
、
長
老
会
と
罠
会
と
の
法

制
化
を
あ
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
霞
。
冨
σ
q
簿
鉱
に
つ
い

て
考
え
た
い
。
碧
。
げ
騨
σ
Q
霧
該
と
は
、
「
大
レ
ト
ラ
」
の
中
に
出
て
く
る
も
の

で
あ
る
が
、
ま
ず
、
　
「
大
レ
ト
ラ
」
の
内
容
を
示
そ
う
。
な
お
、
　
「
大
レ
ト

ラ
」
に
は
、
意
味
が
判
然
と
し
な
い
当
所
も
あ
り
、
い
ま
だ
に
、
す
べ
て
の

研
究
者
を
納
得
せ
し
め
得
る
決
定
訳
は
存
在
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
私
が
、

　
　
　
　
　
　
　
①

か
つ
て
、
学
会
誌
に
報
告
し
た
試
訳
を
再
録
し
て
お
く
。

　
（
汝
立
法
者
は
）
N
2
ω
ω
転
質
ρ
包
。
ω
と
》
け
財
①
ロ
ρ
ω
覧
㌶
鼠
9
と
の
社
を
設
け
、

（
新
た
に
、
地
縁
的
な
）
部
族
を
設
け
、
　
（
そ
れ
を
、
更
に
）
o
ぴ
欝
に
分
け
て
艮
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
そ
こ
に
住
せ
し
め
、
　
貧
。
プ
ρ
α
q
簿
㌶
を
含
む
征
十
名
の
長
老
た
ち
に
よ
っ
て
長
老

会
を
設
立
す
べ
し
。
（
か
く
し
て
成
立
せ
る
長
老
会
は
）
、
時
に
憲
じ
て
、
切
9
び
畷
搾
騨

と
閑
コ
巴
畠
。
轟
の
聞
に
て
、
（
畏
衆
を
）
民
会
に
召
集
し
、
そ
こ
に
お
い
て
、
議
案

を
提
撫
し
、
ま
た
、
　
（
議
場
よ
り
退
ぎ
て
〉
民
会
を
延
期
・
休
会
せ
し
む
る
こ
と
を

得
べ
し
・
喪
た
る
も
の
が
食
参
幾
し
〉
・
採
択
箏
保
有
す
べ
ゆ
・

　
こ
こ
で
、
特
に
、
問
題
と
な
る
の
は
、
長
老
会
の
構
成
で
あ
る
。
メ
ン
バ

…
が
三
〇
名
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
長
老
会
の
法
制
化
を
物
語
る
が
、
と

同
蒔
に
、
　
「
大
レ
ト
ラ
扁
制
定
当
時
ま
で
に
、
有
力
者
が
、
略
こ
の
数
と
脚

数
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
い
い
得
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
〇
名

に
は
霞
。
プ
㊤
σ
q
馨
巴
（
魯
N
ミ
恥
ミ
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス

（
い
属
●
①
）
は
、
震
。
回
峯
σ
q
雲
巴
と
は
げ
霧
陣
δ
訪
を
指
す
、
と
い
っ
て
い
る
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④

が
、
こ
の
発
解
は
、
弘
く
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
、
こ

こ
で
、
鍵
。
げ
伊
σ
q
簿
銑
と
い
う
言
語
に
つ
い
て
、
若
干
、
考
え
て
み
た
い
。

　
錠
窪
護
。
夢
｝
と
は
、
霧
島
。
α
q
簿
＄
（
魯
§
法
§
の
）
の
ド
リ
ス
方
言
形

錠
。
冨
σ
q
簿
。
ω
（
魯
ベ
ミ
恥
謹
）
の
複
数
形
で
あ
る
。
跨
。
匿
α
Q
簿
9
と
は
、
「
先

導
着
」
　
「
第
一
の
指
導
者
」
を
意
味
す
る
。
ポ
リ
ス
ま
た
は
植
野
市
の
建
設

者
、
乃
至
、
そ
れ
に
関
す
る
神
、
人
間
は
、
し
ば
し
ば
、
嘉
島
轟
簿
畠
と

　
　
　
⑤

呼
ば
れ
る
。
諸
神
の
中
で
は
、
特
に
、
ア
ポ
ロ
ン
の
称
号
と
し
て
現
れ
る
場

合
が
多
い
。
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
都
市
建
設
が
、
ア
ポ
ロ
ン
の
命
に
し
た

が
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
植
民
市
で
は
、
特
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

》
も
。
＝
o
質
〉
同
。
び
①
σ
q
簿
①
ω
が
尊
爵
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
同
特
に
、

都
市
を
建
設
し
た
も
の
も
、
死
後
、
英
雄
ま
た
は
神
（
に
近
き
も
の
）
と
し
て
、

貧
。
｝
お
σ
Q
。
な
の
の
称
号
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
語
の
本

来
の
意
義
が
、
先
に
記
し
た
如
く
、
　
「
第
一
の
指
導
者
」
で
あ
る
か
ら
、
移

住
、
植
民
な
ど
を
掴
製
し
た
も
の
の
称
号
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
た
め
で
あ

る
。
こ
の
本
来
の
意
義
か
ら
考
え
て
、
移
動
期
の
ド
リ
ス
入
も
、
そ
の
指
導

者
を
鍵
。
げ
餌
σ
q
露
霧
・
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ス
パ
ル
タ
に
入

っ
た
ド
リ
ス
人
は
、
儀
承
に
よ
る
と
、
〉
冠
諺
8
瓢
。
話
。
。
・
一
ま
た
は
、
そ
の

二
人
の
子
i
…
に
率
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
の
≧
韓
。
幽
。
ヨ
。
ω
こ

そ
、
鍵
。
冨
σ
q
霧
＄
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
三
部
族

各
々
の
部
族
長
が
、
各
部
族
の
指
導
者
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
が
鴛
。
冨
σ
Q
o
零
。
。

と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ス
パ
ル
タ
の
地
に
侵
入
し
て
以
後
、

特
に
、
ポ
リ
ス
の
形
成
に
際
し
て
、
部
族
塁
間
に
覇
権
争
い
が
続
い
た
が
、

そ
れ
が
、
ア
ギ
ス
家
の
テ
レ
グ
ぴ
ス
の
覇
権
の
確
立
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
、

整
理
期
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
み
ず
か
ら
錠
。
｝
嬉
σ
q
o
富
ω
を
称
す

る
も
の
は
、
依
然
と
し
て
、
三
人
乃
至
は
そ
れ
以
上
あ
り
、
テ
レ
ク
窟
ス
は
、

覇
権
を
確
立
し
た
と
は
い
え
、
単
数
王
制
を
、
明
確
に
、
　
「
大
レ
ト
ラ
」
に

示
す
こ
と
は
、
部
族
長
間
の
軋
礫
を
増
す
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、
み
ず
か
ら

の
み
が
ド
リ
ス
人
の
「
第
一
の
指
導
者
」
で
は
な
い
こ
と
を
胴
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
霞
。
冨
α
q
簿
a
と
い
う
複
数
形
を
絹
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鍵
。
げ
帥
σ
q
Φ
富
ω
を
自
称
す
る
も
の
を
も
納
得
せ
し
め
、

ま
た
、
さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
脇
力
者
た
ら
し
め
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
「
大
レ
ト
ラ
」
の
こ
の
部
分
か
ら
、
か
か
る
政
治
約
配
慮
が
読
み
取

れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
「
大
レ
ト
ラ
」
に
示
さ
れ
た
錠
。
冨
σ
q
霧
a
は
、

無
雑
ざ
ぴ
器
濠
冨
産
学
鷲
莞
冨
零
げ
9
と
、
略
、
同
義
で
あ
る
、
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
舞
。
げ
9
σ
q
豊
丸
は
、
そ
の
ま
ま
、
ぴ
霧
9
ぢ
と

同
義
だ
、
と
す
る
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
解
釈
は
修
正
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
薮
時
の
鍵
。
げ
ρ
α
q
Φ
富
。
。
が
、
す
で
に
、
か
な
り
、
王
に
近
い
存
在
と

な
っ
て
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ス
パ
ル
タ
に
入
っ
た
ド
リ
ス
人
が
、
何
故
、
そ
の
部
族
の
指
導
者
達
を
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スパルタの二王鰯をめぐる二，三の問題（新村）

霞
。
募
σ
q
Φ
け
蝕
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
、
貧
○
冨
σ
Q
①
零
ω
と
い
う

称
号
は
、
都
市
の
建
設
者
と
結
び
つ
く
神
、
英
雄
酒
建
設
者
自
身
に
与
え
ら

れ
る
も
の
で
、
そ
の
子
孫
ま
で
が
同
じ
称
号
を
用
い
る
例
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
ス
パ
ル
タ
の
場
合
は
事
情
が
、
や
や
、
異
な
る
。
先
に
触
れ

た
如
く
、
も
し
、
移
動
期
の
ド
リ
ス
人
が
、
そ
の
部
族
長
を
鴛
。
冨
σ
q
簿
①
ω

と
呼
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
が
ス
パ
ル
タ
に
定
住
し
た
後
ま
で
、
そ
れ

を
維
持
し
た
と
し
て
も
異
と
す
る
に
足
り
な
い
。
特
に
覇
権
争
い
が
激
し
く
、

単
｝
支
配
者
一
王
i
と
な
り
得
る
も
の
が
、
容
易
に
出
現
し
得
な
か
っ

た
た
め
、
旧
来
の
称
号
が
維
持
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
、

あ
り
得
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
パ
ル
タ
に
お
け
る
錠
。
審
σ
q
卑
Φ
ω
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

本
来
は
、
部
族
長
の
称
号
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
前
掲
『
西
洋
古
典
学
研
究
』
×
凝
所
載
拙
稿
三
三
頁
。

②
「
大
レ
ト
ラ
」
の
試
訳
の
英
訳
に
は
、
普
㊦
。
三
⑦
二
ω
巴
興
ω
な
る
訳
語
を
あ

　
て
た
。
　
『
鋤
洋
古
典
学
研
究
駈
所
載
拙
稿
の
英
文
要
約
い
…
岡
誌
一
七
六
頁
以
下
…

　
参
照
。

③
「
大
レ
ト
ラ
」
の
訳
文
中
の
（
）
内
は
原
文
に
は
な
い
が
、
理
解
を
助
け
る

　
た
め
に
、
私
が
補
っ
た
も
の
、
　
〈
〉
内
は
原
文
が
崩
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ま
ざ

　
ま
な
復
原
が
な
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
訳
が
考
え
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。

④
十
号
ρ
σ
q
④
器
ω
を
王
の
。
簑
9
巴
挫
三
。
と
見
る
説
も
あ
る
（
嵐
8
プ
①
H
ご
。
℃
・

　
o
搾
こ
℃
．
一
宝
’
参
照
）
。

⑤
｝
般
に
、
都
市
建
設
春
（
冒
　
　
　
　
~
ミ
N
娼
り
）
に
は
、
暑
§
烹
還
り
と
い
う
称
号
が

　
与
え
ら
れ
た
（
。
・
鍾
撃
。
げ
．
＜
回
犠
．
土
熱
）
。

⑥
翼
募
。
・
。
ρ
罫
勺
二
〇
。
ω
。
三
。
窪
。
象
冠
O
ユ
Φ
。
窯
ω
。
冨
コ
労
①
賦
σ
q
陶
。
瓢
弧
・

　
b
ご
9
昌
9
紬
。
》
β
ゆ
こ
一
〇
雛
畢
ω
。
α
い
“
ム
O
e

⑦
た
だ
し
、
二
王
三
二
立
後
も
、
何
ら
か
の
形
で
こ
の
翠
蓋
が
維
持
さ
れ
て
い
た

　
か
も
し
れ
な
い
。

四

　
先
に
、
第
二
章
で
、
二
薫
制
の
成
立
時
期
を
三
七
〇
〇
年
頃
と
推
定
し
た

が
、
次
に
、
臨
昌
σ
q
出
ω
誌
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ス
パ
ル
タ
の
歴
代
の
王
名
を
伝
え
る
も
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
ヘ

ロ
ド
ト
ス
と
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
蔀
分
的
に
、
俵

　
　
　
　
　
　
　
　
①

え
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
と
の
両
毛
が
、
壷

金
に
は
、
一
致
し
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
リ
ス
ト
を

と
σ
Q
Φ
己
鉱
の
リ
ス
ト
と
併
記
す
る
と
、
次
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
先
に
、
テ
レ
ク
ロ
ス
の
時
に
、
覇
権
が
確
立
さ
れ
た
と
推
定
し
た
が
、
ア
ギ

ス
王
家
が
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
王
家
よ
り
も
古
い
王
家
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
は

多
肋
テ
レ
ク
員
以
募
ア
ギ
ス
豪
の
諸
王
の
名
に
は
・
ぎ
る
§
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
含
む
も
の
が
三
名
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
ホ
メ
ロ
ス
の
げ
ρ
ω
嵩
。
¢
ω

が
統
率
し
て
い
る
軍
隊
が
㌶
○
。
。
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
と
符
合
す
る
よ
う

　
　
　
　
④

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
国
。
冨
。
。
芝
葺
。
。
・
”
O
o
5
．
・
。
。
・
○
。
。
の
名
も
軍
事
的
な
香
が

　
⑤

強
く
、
い
ず
れ
の
名
前
も
（
㌶
。
ω
系
を
も
食
め
て
）
軍
隊
の
指
揮
富
を
暗
示
し

て
い
る
。
テ
レ
ク
ロ
ス
以
前
の
こ
れ
ら
諸
王
に
あ
た
る
人
物
の
実
在
性
は
、
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1

t

g
I
i
l
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

俵
え
ら
れ
る
そ
の
治
世
年
数
と
共
に
、
き
わ
め
て
、
疑
わ
し
い
。
こ
れ
ら
ア

ギ
ス
家
の
初
期
の
諸
王
は
、
お
そ
ら
く
、
伝
記
作
考
の
創
作
に
な
る
も
の
で
、

そ
の
際
、
軍
事
的
色
彩
の
濃
厚
な
過
芸
の
英
雄
の
名
前
が
思
い
繊
さ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
、
薪
に
、
創
出
さ
れ
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
正
に
、

テ
レ
ク
ロ
ス
の
優
位
を
、
父
祖
の
優
れ
た
実
績
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
正

当
化
せ
ん
と
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
　
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
の
諸
王
の
名
前
は
、
　
よ
ウ
明
ら
か

に
、
後
代
の
創
作
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
眉
曙
御
三
。
・
．
に
き
9
貿
。
。
・
、

℃
o
ξ
α
o
葬
①
ω
な
ど
の
名
は
、
も
は
や
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
王
家
の
懲
己
宣
伝

以
外
の
何
も
の
で
も
な
胞
・
エ
ウ
リ
・
ボ
ン
か
ら
数
え
て
六
代
男
二
．
多

ド
ロ
ス
、
そ
の
後
を
継
い
だ
テ
ォ
ポ
ン
ポ
ス
の
あ
た
り
か
ら
、
実
在
の
人
物

と
な
っ
て
く
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
王
各
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
ア
ギ
ス
家
が
、
も
っ
ぱ
ら
、

軍
事
力
の
優
位
と
指
導
者
的
性
格
を
強
調
し
て
い
る
の
に
対
し
、
エ
ウ
リ
ュ

ポ
ン
家
は
、
疑
衆
と
協
調
し
、
秩
序
あ
る
枇
会
を
翔
指
し
て
き
た
こ
と
を
強

く
訴
え
て
い
る
。
　
い
い
か
え
れ
ば
、
　
ア
ギ
ス
家
の
諸
正
は
、
　
文
字
通
り
、

鍵
。
雰
σ
q
簿
霧
的
な
名
を
有
す
る
の
に
対
し
、
　
エ
ウ
リ
ェ
ポ
ン
家
の
諸
王
に

は
、
か
く
の
如
き
名
を
有
す
る
も
の
を
見
則
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
ア
ギ
ス
、
エ
ウ
リ
ニ
ポ
ソ
両
堅
家
に
対
し
て
、
ア
イ
デ
ウ
ス
家
の
方
は
、

名
祖
ア
イ
デ
ウ
ス
と
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
時
の
指
揮
窟
エ
ウ
リ
・
｛
レ
オ
ン
と
の
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脚
の
三
代
の
人
物
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
食
く
．
一
お
）

に
よ
る
と
、
ア
イ
デ
ウ
ス
家
の
人
々
の
子
供
が
、
生
き
永
ら
え
ず
、
砦
死
す

る
の
で
、
ピ
巴
。
。
・
と
○
檀
弓
蕊
と
の
財
｝
受
＄
の
社
を
建
立
し
た
、
と
い

う
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
イ
デ
ウ
ス
家
が
テ
バ
イ
の
墨
家
の
後
翻
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
麟
示
す
る
が
、
さ
ら
に
、
臣
暮
。
甑
9
μ
が
U
a
o
研
と
○
乙
弼
霧
と
の

罵
旨
莞
＄
に
追
わ
れ
て
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
の
ド
リ
ス
人
の
も
と
へ
移
住
し
た
、

と
い
う
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
（
目
×
■
9
日
㎝
）
の
記
事
も
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

》
馨
＄
δ
コ
か
ら
ア
イ
デ
ウ
ス
に
叢
る
系
譜
は
、
テ
パ
イ
系
の
も
の
、
と
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
時
の
エ
ウ
リ
．
一
レ
オ
ン
が
、
実

際
に
、
こ
の
系
統
を
ひ
く
も
の
と
ば
思
わ
れ
な
い
。
ア
ィ
デ
ウ
ス
の
後
、
薫

代
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
ア
ギ
ス
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン

両
家
と
同
じ
く
、
後
代
の
鯛
作
に
な
る
笑
雄
的
な
名
の
人
物
が
語
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
。
エ
ウ
リ
ュ
レ
オ
ン
が
、
真
に
、
テ
バ
イ
系
で
あ
る
と
は
信
じ
難
い

が
、
し
か
し
、
彼
が
テ
バ
イ
系
で
あ
る
と
称
し
た
こ
と
、
ア
イ
デ
ウ
ス
と
結

ぶ
系
図
を
有
す
る
こ
と
は
、
テ
パ
イ
系
が
、
か
っ
て
は
、
か
な
り
、
有
力
で

あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
ア
ギ
ス
家
、
エ
ウ
リ
ニ
ポ
ン
家
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
名
祖
と
す

る
ア
ギ
ス
、
エ
ウ
リ
詠
ポ
ソ
と
は
何
藩
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
こ
れ
に
対
し

て
、
確
信
を
も
っ
て
、
答
え
る
こ
と
鳳
で
き
な
い
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
に

推
論
す
る
の
が
、
最
も
蓋
然
性
の
高
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
う
。
す
な
わ
ち
、

彼
ら
は
ド
リ
ス
入
が
ス
パ
ル
タ
に
侵
入
し
た
時
の
蔀
族
長
　
　
霞
。
審
σ
q
簿
巴

　
　
の
う
ち
の
二
名
で
あ
る
、
否
、
む
し
ろ
、
そ
う
信
じ
ら
れ
て
い
る
存
在

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
と
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
町
並
が
三
部
族
中
の
い
ず
れ
の

二
部
族
で
あ
っ
た
か
、
を
推
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
ア
ギ

ス
（
．
」
畏
鴫
）
と
い
う
名
は
、
「
指
導
者
」
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ス
ト
ラ
ボ
ン
（
＜
嬢
H
．
9
ε
に
よ
れ
ば
、
　
ア
ギ
ス
が
そ
れ
ま
で
ド
リ
ス

人
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
住
民
か
ら
同
権
を
奪
っ
た
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ド
リ
ス
人
の
み
を
ス
パ
ル
タ
の
地
に
集
め
て
、
中
央
の
権
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睡

確
立
せ
ん
と
す
る
際
の
変
革
が
、
後
に
、
王
家
の
祖
ア
ギ
ス
の
事
跡
と
し
て

伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ウ
リ
鑑
ボ
ン
に
つ
い
て
は
、

彼
が
民
衆
に
好
意
を
示
し
た
が
故
に
、
そ
の
家
系
が
彼
の
名
に
よ
っ
て
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
℃
｝
暮
．
囲
ウ
・
薫
蒸
。
）
、
　
と
い
う
の
み
で
、
ア
ギ
ス
の
場

合
と
は
、
か
な
り
、
趣
が
異
な
っ
て
い
る
。
ア
ギ
ス
は
園
の
基
礎
を
罎
め
た

初
代
の
灘
で
あ
り
、
そ
の
後
も
、
ま
さ
に
、
零
下
m
蕨
。
審
ω
に
ふ
さ
わ
し
い

名
を
与
え
ら
れ
た
王
達
が
系
図
に
痴
れ
る
が
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
の
方
は
、

代
々
の
薫
名
も
、
も
っ
と
も
、
平
穏
無
事
に
発
展
し
た
圏
家
の
歴
史
の
如
き

観
を
盤
し
て
お
り
、
ま
た
、
特
に
、
民
衆
へ
好
意
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
強

調
さ
れ
る
（
℃
ご
縛
．
ピ
憾
（
．
b
⊃
」
）
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
ア
ギ
ス
、
エ
ウ
リ
島
ボ
ン
両
蒸
獣
が
、
少
く
と
も
、
伝

承
の
い
う
如
き
双
生
児
の
兄
弟
を
雑
と
す
る
二
薫
製
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
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て
い
る
。
両
王
家
の
系
図
は
、
共
に
、
ド
リ
ス
人
で
は
あ
っ
て
も
、
互
に
、

撤
縁
的
な
関
係
は
な
く
、
相
対
立
す
る
碧
。
冨
σ
Q
簿
鍮
の
一
人
と
し
て
、
覇

梅
を
争
っ
た
間
柄
に
あ
る
も
の
が
、
自
己
宣
伝
と
し
て
、
創
出
し
た
系
図
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
ア
イ
デ
ウ
ス
家
に
も
、
お
そ
ら
く
、
同
様
な
系
図
が
存
し

た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ア
ギ
ス
家
に
お
い
て
、
ア
ギ
ス
に
初
ま
る
系
國
が
創
・

り
繊
さ
れ
た
の
は
、
職
権
を
確
立
し
た
テ
レ
ク
獄
ス
の
時
代
、
エ
ゥ
リ
ュ
ポ

ン
家
に
お
い
て
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
を
始
祖
と
す
る
系
図
が
創
ら
れ
た
の
は
、

ユ
カ
ソ
ド
ロ
ス
乃
至
テ
オ
ポ
ソ
ボ
ス
の
時
代
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
ヘ
ロ

ド
ト
ス
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
、
パ
ゥ
サ
ニ
ア
ス
な
ど
は
、
す
べ
て
、
こ
れ
ら
名
祖

の
、
さ
ら
に
、
父
に
当
る
人
物
の
名
を
俵
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ギ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
父
は
閃
瓢
d
あ
昏
窪
Φ
・
。
、
　
エ
ゥ
リ
ェ
ポ
ン
の
父
は
℃
穏
。
箆
塁
、
ア
イ
ゲ
ゥ

ス
の
父
は
9
0
ぢ
ぎ
ω
で
あ
る
。
そ
し
て
、
団
¢
蔓
ω
導
象
Φ
ω
と
勺
3
左
霧

と
は
双
生
児
で
あ
り
、
9
0
ζ
罪
○
。
・
は
こ
の
双
生
児
の
母
系
の
従
兄
弟
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
系
図
の
上
で
、
旧
名
祖
と
そ
の
父
と
が

結
ば
れ
た
の
は
、
さ
ら
に
、
後
の
時
期
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
、
前
記
の
両

王
家
の
系
図
が
製
作
さ
れ
た
当
惑
に
は
、
双
生
児
の
祖
を
持
つ
ヘ
ラ
ク
レ
ス

の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
両
考
の
覇

権
が
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
時
、
は
じ
め
て
、
同
等
の
地
位
に
あ
る
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

王
家
の
祖
先
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
双
生
児
一
し
か
も
、
伝
承
上
、
ド
リ
ス

入
を
ス
パ
ル
タ
に
導
い
て
き
た
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
子
孫
》
『
冨
8
創
¢
ヨ
O
。
。
の
双

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

生
児
に
系
図
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
両
王
家
の
系
図
の
双
生
児
へ
の
結
び
つ
け
が
、
両
薫
家
の
灘
権
確
立

後
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
王
家
が
》
σ
q
β
山
巴
曽
再
診
賓
℃
（
ど
。
暮
陣
畠
鉱
と
呼
ば

れ
、
国
霞
図
。
。
夢
①
謬
①
α
巴
サ
唱
8
鉦
魚
α
簿
陣
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
（
u
D
霞
伊
σ
尋

く
離
H
・
帆
・
㎝
）
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
双
生
児
に
結
合

せ
ら
れ
る
以
前
に
、
ア
ギ
ス
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
を
祖
先
と
す
る
系
図
が
、
一

応
、
完
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
ア
イ
デ
ウ
ス
家
の
系
図
が
完
成
さ

れ
る
の
は
、
や
は
り
、
メ
ヅ
セ
ニ
ア
戦
争
聴
の
指
揮
官
エ
ウ
リ
ュ
レ
オ
ン
の

峯
時
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
た
だ
し
、
同
家
の
場
合
は
、
国
ξ
遂
夢
Φ
p
o
。
・
と

ア
ギ
ス
、
℃
吋
。
置
霧
と
遮
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
を
結
び
つ
け
る
が
如
き
系
國
の
結
合

が
、
8
げ
。
話
切
と
Ω
o
芽
げ
。
。
。
、
ま
た
は
、
○
δ
芝
ぽ
。
ω
と
ア
イ
デ
ウ
ス
と
の

閲
」
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
か
否
か
、
　
判
然
と
し
な
い
。
凶
開
に
・
も
述
べ
た
よ
・
り

に
、
系
譜
的
に
は
、
テ
バ
イ
よ
り
移
住
し
た
》
暮
①
ω
δ
p
か
ら
ア
イ
デ
ウ
ス

ま
で
一
貫
し
て
い
る
が
、
最
も
闇
題
が
あ
る
の
は
9
0
ご
、
｝
門
。
・
・
で
あ
る
。
こ

の
人
物
は
目
冨
目
器
と
ア
イ
ゲ
ゥ
ス
象
と
を
結
び
つ
け
る
役
を
果
す
に
過
ぎ

な
い
人
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
ア
イ
ゲ
ゥ
ス
家
が
テ
パ
イ
系
の
一

派
で
あ
る
こ
と
は
、
い
a
o
ω
と
○
誌
な
霧
と
の
簡
甚
曜
団
①
ω
の
社
を
建
て

た
と
い
う
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
H
＜
畠
憲
¢
）
の
記
事
か
ら
も
描
測
で
き
る
。
し
か
し
、

そ
の
ア
イ
デ
ウ
ス
家
と
ア
イ
デ
ウ
ス
家
の
毘
身
と
称
す
る
エ
ウ
リ
ュ
レ
オ
ン

と
は
、
覇
権
争
の
激
し
か
っ
た
隣
国
が
、
い
わ
ゆ
る
ア
イ
ゲ
ゥ
ス
の
場
代
と
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スパルタの二王制をめぐる二，三の問題（薪村）

ユ
ウ
リ
ュ
レ
オ
ン
の
時
代
と
の
間
に
移
す
る
た
め
、
直
接
、
結
び
つ
く
公
算

が
大
で
あ
る
、
と
は
い
え
な
い
。
な
お
、
こ
の
家
の
系
図
で
は
、
三
障
ア
イ

デ
ウ
ス
と
メ
ッ
セ
ニ
ァ
戦
争
時
代
の
エ
ウ
リ
誌
レ
オ
ン
の
名
だ
け
が
伝
え
ら

れ
、
エ
ウ
リ
ュ
レ
オ
ソ
の
前
後
は
、
　
一
切
、
そ
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
は
、
同
家
が
覇
権
争
い
か
ら
脱
落
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
二
王
制

成
立
後
は
、
ア
イ
ゲ
ゥ
ス
家
の
代
々
の
王
名
が
伝
わ
る
こ
と
が
不
都
倉
で
あ

っ
た
の
で
、
故
意
に
、
抹
消
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
王
綱
を
安
定
せ
し
め

る
に
は
、
こ
れ
は
、
必
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
エ
ウ
リ
ュ
レ
オ
ン
の

名
の
み
は
、
メ
ヅ
セ
ニ
ァ
戦
争
と
関
連
し
て
語
ら
れ
る
た
め
に
、
後
ま
で
、

伝
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
＜
H
’
総
）
は
、
　
ス
パ
ル
タ
の
二
玉
家
の
不
和
を
図
弩
鴇
－

夢
Φ
嵩
。
。
。
”
℃
門
◎
巴
。
ω
兄
弟
（
へ
環
ド
ト
ス
は
こ
の
二
人
を
双
焦
児
と
は
い
っ
て
い
な

い
）
に
帰
し
て
い
る
が
、
本
来
、
覇
権
を
争
っ
た
間
柄
で
あ
る
両
鷲
家
で
あ

る
か
ら
、
粥
に
は
、
協
調
し
得
な
く
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ア
ギ
ス
家
、

エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
の
系
図
が
双
生
児
に
結
合
さ
れ
、
本
来
、
七
二
の
家
に
発

し
て
い
る
こ
と
が
、
系
譜
の
上
で
、
確
定
さ
れ
た
隠
期
を
求
め
る
乎
が
か
り

は
な
い
が
、
爾
王
家
が
協
調
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
第
二
次
メ

ッ
セ
ニ
ア
戦
争
（
前
七
世
紀
前
半
）
中
で
は
な
い
か
と
推
定
せ
ら
れ
る
。

　
①
　
た
と
え
ば
O
δ
餅
く
嵩
．
陸
罫
。
。
旧
憎
ド
暮
・
U
鰭
ド
野

　
②
第
二
章
（
D
）
説
参
照
。

③
ピ
騨
9
3
ω
（
戸
8
σ
。
冨
ω
ソ
｝
α
q
。
ω
ぎ
9
（
踏
£
亀
㌶
。
ω
y
か
H
魯
巴
8
ω
の
三

　
名
（
9
ぞ
曾
箪
。
や
。
酔
f
℃
畠
焼
）
。

④
　
9
ぞ
①
び
。
℃
．
o
一
～
ワ
外
参
照
。

⑤
前
潜
は
「
軍
隊
の
統
率
者
」
を
意
味
し
、
後
者
は
槍
（
o
o
為
。
）
と
関
係
の
あ
る

　
名
で
あ
る
。

⑥
営
。
9
く
H
囲
．
臨
「
．
。
。
に
は
、
ア
ギ
ス
家
の
ア
ル
溺
死
ネ
ス
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家

　
の
テ
オ
ポ
ソ
ポ
ス
ま
で
の
二
王
の
治
琶
年
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑦
暑
警
§
へ
の
（
賢
罧
磐
㎞
ω
）
と
は
「
首
長
」
、
匙
竃
書
り
（
。
影
。
欝
。
。
・
）
と
は
「
善

　
法
を
与
え
る
」
こ
と
、
a
o
き
隷
§
房
（
℃
o
H
琶
爵
8
ω
）
と
は
、
多
く
の
も
の
を

　
受
け
入
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
の
王
（
蒼
長
）
が
善
政

　
を
し
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑧
融
融
章
で
触
れ
た
テ
バ
イ
系
の
月
甥
霞
器
な
る
も
の
の
父
に
当
る
。
9
α
な
ロ
ω

　
か
ら
閥
代
臼
の
テ
バ
イ
王
8
冨
伊
露
⑦
コ
。
ω
の
子
で
あ
る
。

⑨
℃
窪
ω
●
一
く
．
メ
G
。
・
　
に
よ
れ
ば
、
　
舞
暮
の
既
。
冨
－
円
”
霞
窃
1
0
δ
好
κ
o
ω
…

　
》
お
。
蕊
と
な
る
（
前
掲
系
國
参
照
）
。

⑩
テ
レ
ク
ロ
ス
の
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
征
服
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
。

⑪
　
エ
ゥ
リ
ュ
ポ
ソ
の
父
と
し
て
は
、
　
へ
胆
ド
ト
ス
（
く
昌
囲
・
δ
一
）
は
弓
δ
臨
Φ
ω

　
で
あ
る
、
と
し
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
（
H
H
一
．
メ
一
）
は
Q
Q
o
o
ω
と
し
て
お
り
、
そ
の

　
匂
Q
o
o
ω
の
父
を
勺
容
竃
禽
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
匂
。
o
o
。
・
は
、
さ
ら
に
、
後
の

　
時
代
の
挿
入
と
考
え
ら
れ
る
。
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
の
系
図
は
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
伝
え

　
る
も
の
と
バ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
俵
え
る
も
の
と
は
、
ほ
か
に
も
、
異
な
る
と
こ
ろ
が

　
あ
る
（
前
掲
系
図
参
照
）
。
　
お
そ
ら
く
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
以
後
に
、
ス
パ
ル
タ
に
お

　
い
て
、
エ
ウ
リ
ユ
ポ
ソ
家
の
系
図
に
改
訂
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑫
前
掲
系
図
参
照
。

⑬
　
国
長
矯
ω
け
プ
①
昌
Φ
ω
と
℃
厭
。
冠
⑦
ω
と
が
双
生
児
で
あ
る
と
い
う
伝
［
承
も
、
炉
心

　
家
の
地
位
が
同
等
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
、
本
来
は
、

　
国
ξ
嘱
ω
葺
窪
＄
の
方
が
長
兄
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
を
生
じ
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る
α
護
血
倉
く
H
「
給
…
℃
p
醒
二
目
囲
．
紬
’
一
な
ど
は
、
　
想
鶉
同
数
簿
げ
Φ
昌
㊦
の
の
の
？

　
目
凹
。
吋
客
団
を
認
め
て
い
る
。

⑭
　
し
か
し
、
二
珊
家
の
双
生
児
起
源
の
三
子
の
裏
に
は
、
明
ら
か
に
、
ご
δ
準
霞
。
嗣

　
（
双
生
児
囚
霧
峠
。
び
℃
o
ぞ
伽
㊦
三
（
窃
）
に
対
す
る
欝
仰
が
あ
る
。
　
二
王
家
は
、

　
精
神
的
に
は
、
　
こ
の
　
U
δ
葵
p
肖
。
陶
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
掬
覚
し
て
い
る

　
（
匿
8
ゴ
鮎
♂
o
や
9
叶
こ
℃
℃
．
δ
？
刈
）
。
二
選
が
出
陣
す
る
際
に
は
、
U
δ
。
・
ぎ
叢
。
州

　
も
、
共
に
、
幽
陣
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
荊
六
批
紀
末
に
、
二
王
の
う
ち

　
一
方
の
み
が
出
陣
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
と
、
O
一
〇
。
・
犀
出
戦
鼠
の
方
も
、
㎜
方
は
、

　
蟹
内
に
翫
ま
る
、
と
さ
れ
た
（
霞
α
け
．
　
ノ
N
．
　
“
凱
）
。
　
こ
の
こ
と
は
い
ま
た
、
U
δ
覇
。
－

　
財
罎
9
が
、
ス
パ
ル
タ
軍
の
等
護
神
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
二
王
家

　
に
近
い
存
在
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
在
が
、
略
、
明
ら
か
に
な
る
王
は
、
ア

ギ
ス
家
の
テ
レ
ク
ロ
ス
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
の
二
面
ド
ロ
ン
ス
、
ア
オ
ポ
ソ

ボ
ス
以
後
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
先
に
掲
げ
た
H
臼
轟
と
。
・
霊
－
・
～
は
、
さ

ら
に
、
多
く
の
聞
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
テ
オ
ポ
ン
ポ
ス
以
後
の
エ
ゥ
リ
ュ

ポ
ン
家
の
王
統
が
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
バ
ゥ
サ
ニ
ア
ス
と
で
は
異
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
＜
議
目
同
ω
日
）

が
「
レ
ウ
テ
ユ
キ
デ
ス
の
す
ぐ
前
一
7
糖
記
さ
れ
た
七
人
を
除
き
、
す
べ
て
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
①

パ
ル
タ
の
王
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
解
決
さ
れ
得
な

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

い
。
こ
れ
を
、
如
何
に
解
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
見
解
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
、
い
ず
れ
も
、
必
ず
し
も
、
説
得
釣
と
は
い
い
得
な
い
。

　
議
よ
た
、
　
ス
パ
　
ル
タ
の
練
礁
山
人
序
は
纂
　
一
次
メ
　
ッ
セ
　
ニ
ア
戦
争
H
以
後
、
　
痴
脚
百
年
閤
闘
、

き
わ
め
て
、
不
明
な
点
が
多
い
。
前
五
五
か
年
前
後
か
ら
、
ス
パ
ル
タ
の
語

史
は
、
　
一
層
、
明
確
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
殉
時
に
、

H
白
ρ
σ
Q
出
。
・
雰
の
上
で
も
、
混
乱
が
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
考
古
学
の
成
果
に

よ
る
と
、
こ
の
最
も
歴
史
の
不
明
な
時
期
が
、
文
化
的
に
も
、
経
済
的
に
も
、

ス
パ
多
の
最
も
繁
栄
し
た
鷺
に
当
る
・
と
い
袖
な
お
・
こ
の
痔
代
の

王
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
テ
レ
ク
ロ
ス
、
ニ
カ
ソ
ド
ロ
ス
以
前
の
如
き
両
翫

家
の
薫
名
の
顕
著
な
差
災
が
存
在
し
な
く
な
る
こ
と
に
気
づ
く
。
特
に
、
萄

　
　
　
　
　
⑤

漏
家
に
ン
蓼
z
（
墜
鼻
）
と
結
ば
れ
る
名
前
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
、
よ
う

や
く
、
両
王
権
が
安
定
し
た
こ
と
を
思
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

　
以
上
、
ス
パ
ル
タ
の
臓
制
に
関
、
す
る
若
干
の
闘
題
を
考
察
し
た
が
、
未
解

決
の
ま
ま
残
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
ス
パ
ル
タ
ニ
王
制
の
成

立
、
弩
。
プ
ρ
0
9
簿
鐵
の
本
質
、
　
ス
バ
ル
画
譜
．
王
家
の
初
期
の
系
譜
に
つ
い
て

の
管
見
か
ら
、
ポ
リ
ス
の
成
立
期
を
、
直
接
、
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
見
通
し
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
ポ
リ
ス
・
ス
パ
ル
タ
は
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
の
征
服
を
も
っ
て
、
は
じ
め
て
、

安
泰
な
る
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ス
パ
ル
タ
へ
の
集
住
は
、
こ
の
時

に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
、
以
前
で
あ
る
。
集
住
に
よ
っ
て
、

ポ
リ
ス
の
成
立
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
た
持
こ
そ
、
．
覇
権
争
い
は
、
最
も
激
し
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く
な
δ
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
情
勢
の
時
に
、
テ
レ
ク
舜
ス
が
慮
脱
し

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
リ
ス
人
の
ス
パ
ル
タ
へ
の
集
住
を
も
っ
て
、

ポ
リ
ス
の
威
立
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
期
は
、
テ
レ
ク
ロ
ス
以
前
に
回
る

こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
の
征
服
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
、
ド
リ
ス
人
の
先
住
ギ
リ
シ
ア
人
に
対
す
る
支
配
が
確
立
さ
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
ポ
リ
ス
の
成
立
は
、
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
征
服
の
三
期
に
置
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
八
世
紀
龍
半
、
　
「
大
レ
ト
ラ
」
の
制
定
さ
れ
る

直
前
で
あ
る
。

　
①
　
す
な
わ
ち
、
荊
掲
の
系
図
（
諾
ウ
リ
怨
ポ
ソ
家
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
る
分
）
の

　
う
ち
、
〉
塁
×
9
謬
臼
㌶
霧
か
ら
ッ
肖
2
母
霧
ま
で
は
、
王
で
な
か
っ
た
こ
と
を

　
示
す
。

②
　
戸
⑦
男
拶
戸
ニ
ヨ
ぼ
『
は
、
上
記
引
用
文
巾
の
「
七
人
を
除
き
（
弛
曽
慧
℃
紺
匙
）
」

　
を
門
一
一
人
を
除
き
　
（
見
鳶
慧
℃
勤
ミ
ぎ
）
」
　
・
ζ
傭
醜
む
べ
酔
ご
だ
・
ζ
い
・
り

　
o
や
。
搾
こ
ワ
＝
メ
参
照
）
。

ゆ
　
O
ゲ
覧
ヨ
3
．
o
ワ
。
陣
叶
；
噂
．
ω
ω
8
“
貫
切
o
o
吋
’
o
℃
．
9
叶
こ

　
鵠
賃
乙
。
ざ
。
ワ
9
砕
．
り
娼
ワ
舞
“
あ
気
参
照
。

④
　
Ω
H
訟
ヨ
。
伊
。
℃
■
2
陣
こ
唱
ワ
8
摯
2
竃
一
〇
甥
。
算
。
つ
皇
f

　
＝
缶
×
一
Φ
ざ
。
や
。
犀
二
唱
憎
．
ひ
↑
q
■

⑤
　
ρ
づ
p
×
（
諮
昂
）
と
は
、
君
窯
の
意
で
あ
る
。

（
鵠
簾
乙
ゆ
ざ

℃
℃
．
ひ
？
O
｝

唱
ワ
ニ
ー
ひ
　

（
窟
都
大
学
研
鋒
員
）

スパルタの二王鯛をめぐる二tヨの問題（新村）
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tabove　all　ih　regatd　to　the　Japanese　Liberal　Party．　At　the　time　when

he　’dispatched’　thi＄　le“er　tp，　h．is　g，gy．eygpaent　i｝｝．？arig，　tb．　g　poPticql

situation　in　Japan　was’becQmi’n．g　criticaL”　ln’additi6n，　the　S2no－Fi’ench

war　had　broken　out　and　Fren6h　trooPs・　had　been　attacl〈ed　by　the

Chinese　in　Taiwan．　Accordingly，　it　is　quite　probable　that　Sienkiewicz’s

coi：ninunication　infiuenced　subsequent　FraBco－JapaRese　relatiens　aloi3g

the　following　iines：　（a）　it　induced　the　Jtiles　Ferry　cabinet　to　refttse

any　assistaBce　to　tke　Liberal　Party　iR　Japap；　（b）　it　dissuaded　the

Paris　governmeht　from　rnaking　an　anti－ChiRese　pact　witk　Japan　；　and’

（c）　it　led　France　to　refuse　Japanese　proposals　for　a　new　treaty．

Some　Remarks　on　the　Spartan　Dyarchy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　Yftichiro　Shinmura

　　Sparta　was　a　dyarchy　not　a　monarchy．　ln　ancient　times　dual’　or

even　multiple　kingshlp　or　chieftainship　wa＄　not　uncommon，　and　lt　is

a　mistake　to　regard　tke　dyarchy　of　Sparta　as　unique．

　　The　Dorian　invasion　iltto　the　Pe！oponnese　tool〈　place　some　time　in

the　twelfth　century　B．　C．　ln　early　Sparta　there　were　three．Dorian

tribes，　the　Rylleis　（Heraklids），　Parnphyloi　and　Dymanes，　presumably

with　their　own　playlarchs，　and　the　s’ 潤|called　Theban　Aigeidai・．　For　a

｝ong　time　leadership　was　competed　among　the　three　or　more　phylarchs．

ln　the　early　eighth’　century　B．　C．　Agiad　Teleklos　held　undisputed

leadership，　but　after　his　death　three　chieftains　of　the　Agiads，　Eury－

pon£ids　and　Aigeidai　reigned　together　with　eqkal　powers．　The　last

dropped　out　about　700　B．　C．　for　some　un｝〈nown　reasoB．　Since　then

the　Agiads　and　Eurypolttids　assumed　the　title　of　royal　houses．　And

later　they　both　claimed　descents　from　twin　brothers，　Eurysthenes　and

Prokles，　the　sons　of　Heraklid　Aristodemos．
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